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も　え　ぎ

令和元年度「教育相談研究会」のお知らせ
　昨年度も教育相談センターや各区教育相談室の主
訴の8割を超えているのが不登校です。
　当センターでは，文部科学省や新潟市教育委員会よ
り通知され，各学校でも取り組まれています「児童生徒
理解・教育支援シート」(以下，支援シートと略)の活
用をテーマとして，研究を進めて三年目となりました。
　一年目は子どもが動く見立てを，二年目は本人の
合意のもとスモールステップで目標を立て，ＰＤＣＡ
サイクルで繰り返し本人に寄り添った教育相談のあ
り方を皆さんに提案して参りました。
　三年目はまとめの年として，二年間の研究を踏ま
え，「支援シート」を活用して，センター内や学校，
他機関とどのように連携していけばよいかについて
提案させていただきたいと考えております。
　右のように開催いたしますので，ぜひ参加してい
ただき，どうぞご意見もお聞かせくださるようお願
いいたします。

＜開催日時＞
　令和元年11月20日（水）　13時30分～16時30分
＜会　　場＞新潟市教育相談センター
＜基調講演＞新潟大学　准教授　田中恒彦先生
＜各分科会アドバイザー＞
　新潟大学　　　　　　准教授　田中恒彦先生
　新潟青陵大学大学院　教　授　佐藤　亨先生

　詳細につきましては，９月上旬にメール配信をい
たします。添付されています申込書に記入され，お
申し込みください。

基調講演，
適応指導部実践発表アドバイザー
新潟大学准教授　田中  恒彦  様

教育相談部実践発表アドバイザー
新潟青陵大学大学院教授
　　　　　　　　佐藤  　亨  様
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コ ラ ムムムム
チーム「ぐみの木」

　『ONE PIECE』という漫画をご存じでしょうか。
今もなお週刊誌に連載され，2015年に「最も多く
発行された単一作者によるコミックシリーズ」とし
てギネス世界記録に認定されています。この漫画に
は，様々な職業をもつキャラクターが出てきますが，
実に多種多様で，大変魅力的です。そして，それぞ
れのキャラクターが自分自身の役割についてとても
真摯に考え，その職業についてのプライドと自信を
兼ね備えているのです。
　さて，当センターのぐみの木教室にも，実に魅力
的なスタッフがいます。総勢10名。奇しくも「麦
わらの一味」と同数です（※仲間確定を含む）。今年度か
ら勤務させていただいている私にとっては，本当に
心強い味方です。どの学校でも「チーム学校」とし
て日々の教育活動に取り組んでいるのと同様，ぐみ
の木教室においても，10名のスタッフがチームと
して毎日通室生と過ごしています。
　今日もデスク越しに「○○ってどうなってるんで
すか？」とスタッフに質問攻めです。いつもいつも
助けてもらってばかりです。でも，「それでいいん
だよな！」と最近では開き直るようになりました。
『ONE PIECE』の主人公ルフィのせりふに，次のよ
うなものがあります。

　まもなく夏休みを迎えますが，ぐみの木教室に通
室してくる全ての子どもたちが，笑顔で元気に過ご
すことができるよう，これからもチームとして協働
しながら頑張っていきます。ただし，もみじが舞い
散る頃には，助けてもらうばかりではなく，ちょっ
とだけ助ける側になれるといいなと思っています。

　（適応指導部　松島慎一郎）

訪問教育相談の紹介

少しずつ…成長を支援します

「お試し訪問相談」

＜新潟大学＞ ＜新潟青陵大学大学院＞

～ご協力いただいている大学の先生方～

職員の専門性を高める職員の専門性を高める
大学・市教委連携教育相談事業大学・市教委連携教育相談事業

職員の専門性を高める
大学・市教委連携教育相談事業


